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活用方針・導入/活用までのステップ

●調布市

VLP活用のねらい
 仮想空間の居場所を活用した取組により、社会
的自立に向けて、児童生徒の学びに向かう力、
人間性等を引き出し、仮想空間にとどまらず、
様々な場所で学びたいという意欲を高める。

対象生徒・児童
 調布市立学校に在籍している不登校又は不登
校傾向の児童生徒

 学びの多様化学校、教育支援センター、訪問型
支援、校内別室等を利用している児童生徒も利
用可

運営時間
 毎週火曜日１６時〜１７時
活用方法
 仮想空間における児童生徒同士、支援員等との
チャット機能によるコミュニケーション

①開設時間，市担当職員等の検討
・初期は参加児童生徒が少数であることが想定されるため、開設
時間を限定した。
・心理士が入室して児童生徒を支援する体制を整えた。

②VLPの操作研修
・市職員が操作を確認後、教育支援センター職員や不登校対応
巡回教員、スクールソーシャルワーカー等にも操作について周知した。

③定例校長会での周知
・作成した通知文をもとに、対象者、申込方法等の周知と教職員
への周知を依頼した。
・学校と十分につながりをもてていない児童生徒にも情報が届くよう，
丁寧な案内を依頼した。

④児童生徒及び保護者への周知
・作成したチラシを各学校を通して配布し、対象となる児童生徒及び
保護者へ周知を行った。

⑤申込書等の提出
・利用を希望する児童生徒について、学校を通じて申込書等を提出
する仕組みとした。

・提出された申込内容を確認し、対象児童生徒の状況を把握した。
⑥アカウントの発行
・申込内容を確認後，利用児童生徒用のアカウントを発行した。
・ログイン方法や利用時の留意事項等について、学校を通じて児童・
生徒及び保護者へ案内した。

適日
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活動・取組み内容

●調布市

活動・取組み内容

【導入前】
不登校児童生徒への支援の一環として、オンライン上でのコミュニケーショ

ン機会を確保するため、VLPの導入に向けた検討を行った。あわせて、対象
となる児童生徒の状況把握を行うとともに、学校長等に活用目的や運用
方法について共有した。また、システム環境の整備や基本的な操作方法の
確認等を行い、運用開始に向けた準備を進めた。

【導入初期】
VLPの運用を開始し、対象となる児童生徒への周知および利用案内を

行った。不登校対応巡回教員やスクールソーシャルワーカー、教育支援セン
ター職員等に実際に操作しながら、ログイン方法や利用方法を周知した。
また、より児童生徒同士の交流が生まれるよう、アクセス可能な時間を限

定することとした。

【運用期】
VLPを活用し、児童生徒とのオンライン上でのコミュニケーションを継続的に

実施した。チャットを通じた会話の他、ゲームなど児童生徒が楽しめるよう内
容を工夫した。また、児童生徒と支援員との関係ができてくると、児童生徒
自ら自己紹介などの活動をしたいと提案する姿もあり、児童生徒の思いに
寄り添って活動を組み立てた。

ウェルカムメッセージ

児童生徒の作品掲示



3

成果/好影響・次年度以降の方針・利用者の声

●調布市

児童・
生徒

• アバターを動かすことが初めてで楽しかった。
• 自己紹介クイズが楽しかった。みんなのことを
知ることができた。

• ゆるい雰囲気があってVLPは好き。
• 趣味の話ができることが楽しい。
• 「マジカルバナナ」のゲームをしたことが楽しかっ
た。

• 服の色とかを変えられたら楽しそう。
• みんなの発言が楽しかった。

教職員や
保護者等

成果/好影響

次年度以降の方針

〇継続的なコミュニケーション機会の確保
VLPを活用することで、学校に来ることが難しい児童生徒ともオン

ライン上で継続的にコミュニケーションを取る機会を確保することがで
きた。対面での関わりが難しい状況においても、支援員と児童生徒
が継続してコミュニケーションが取れる環境づくりができた。
〇理的負担の少ない関わり方の実現
チャット等のオンラインツールを通じたやり取りにより、児童生徒が

自分のペースで支援員や他の児童生徒と関わることができる環境が
整った。対面よりも参加しやすい形でのコミュニケーション手段として
活用されている。

〇 コミュニケーション機会の継続的な確保
不登校児童生徒のコミュニケーションの機会を確保するため、う、

VLPを活用したオンライン上でのコミュニケーション機会の確保を継続
する。児童生徒が自分のペースで参加できる環境を整え、安心して
関われる場として運用を進める。
〇つながりの少ない児童生徒への支援の強化
学校や関係機関との関わりが十分にもてていない児童生徒につ

いて、VLPを一つの入り口として支援につなげていく。学校、スクール
カウンセラー、スクールソーシャルワーカー、関係機関等と連携しながら、
児童生徒の支援体制の強化を図る。

利用者の声

• VLPを活用することで、児童生徒の状況に
合わせた多様な学び方を提供できるように
なった。

• 対面で会うことが難しい児童生徒とも、VLP
上でコミュニケーションが取れた。

• 最初はオンライン対応に不安もあったが、
VLPは操作が比較的分かりやすかった。

• 複数の大人（教員、心理士等）で児童生
徒たちを見守れる点がよいと感じる。
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●調布市

「調布市における不登校児童生徒の相談支援」リーフレット


